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１．研究計画の概要 
文字と絵で総合的に表現している絵本に

ついては、近年関心も高く、研究も進んでき
ているが、各国の絵本について国際的視野か
らの比較研究は少ない。そこで、日本・イギ
リス・フランスの絵本について研究を進めて
いる 3人が、狐が出てくるイソップ絵本とい
う共通視点をめぐって共同研究を行い、資料
収集、比較分析、考察を進めて、3 カ国の絵
本の特徴を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 イソップ寓話の伝播、その挿絵や絵本の系
譜を資料に基づいて整理し、狐が出てくる話
の中から 5話を取り上げて比較し、共通点と
時代や国や画家による相違点を分析した。そ
の結果、日本では、二回のイソップ寓話の伝
播が行われ、明治期にイギリスの出版書を典
拠にしながら、日本風に手を入れている受容
のあり方が見られること。イギリスでは、多
様なテキストが次々に出版され続け、フラン
スや日本へも影響を与えていること。フラン
スではラ・フォンテーヌの文章に集約しなが
ら美術の表現が多様に現出し続けているこ
と。などの特徴を明らかにしている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

当初は、日本・イギリス・フランスの絵本
をイソップ寓話の狐が登場する話について
比較し、それぞれの絵本の特徴を整理するこ
とを目的としていたが、この比較により、絵
本の作り手である作家・画家の個性だけでな
く、それぞれの国の国民性や文化の特徴、時
代の特徴が見出されると共に、日本が明治期
にそれらをどのように受容したのか、その後
どのように変容したのかについての考察も
進んだ。この成果は梅花女子大学図書館の
2009 年度上半期の展示や公開講座で公表し

ているところであり、それに対する評価も寄
せられていて、当初の計画以上に進展してい
ると考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
梅花女子大学図書館 2009年度上半期の展示、
公開講座、梅花学園生涯学習センター公開講
座シリーズで公表したものを踏まえながら、
研究成果を一般にも読めるような形でまと
め、報告書としたいと考えている。 
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